
眼瞼下垂症
（加齢性）眼瞼下垂症とは、上まぶたが十分に上がらない状態のこ

とです。腱膜が加齢によりたるんでくると筋肉の力が瞼板に効果的に
伝わらず、まぶたが上がりにくくなってしまいます。また皮膚のたる
みや筋肉の衰えも、眼瞼下垂症の原因となります。これにより物が見
えにくくなり、眠そうな印象を与えます。また、おでこの筋肉（前頭
筋）を利用してまぶたを上げようとするためまゆ毛の位置が高くなり、
額のしわが目立つようになります。頭痛、肩こりの原因になることも
あります。 （日本形成外科学会ホームページより引用）

症状

・最近，目が細くなってきた。
・眠たそうな感じ。
・アイラインがうまく引けない。
・眉毛が上がってきている
・眉毛と睫毛の距離が広がった。
・ハードコンタクトを長期使用していた。
・花粉症，緑内障，白内障の既往がある。

・頭痛，肩こりがある。
・二重が三重になった。
・左右の目の開きが異なる。

心当たりの症状はありませんか？



治療方法 (日帰り手術)

・余剰皮膚切除術 (余分な皮膚を切除)
眉毛下アプローチ
重瞼線アプローチ

・ミューラー (腱板) 筋タッキング(筋肉を短縮)
・挙筋前転術 (弛んだ腱膜を固定)
・前頭筋つり上げ術 (大腿の筋膜を移植)

♠️目を開ける力の低下と♣️皮膚余剰の程度，
♥️患者さんの希望により，♦️術式を決めます。

・原則的に保険診療で行います。
・高額医療控除が受けられます。
・自費での治療希望される方はご相談ください。

手術費用

ご案内

https://www.shmc.jp彩の国東大宮メディカルセンター 形成外科

・眼瞼挙筋前転法  7200点（72000円） ：3割 約50000円 1割 約15000円
・その他のもの       6070点（60700円） ：3割 約40000円 1割 約13000円
・筋膜移植法     18530点（185300円）：3割 約120000円 1割 約40000円

（片側の保険点数） （両側の負担金額）

御予約：
048-665-6111
  （病院代表）
予約時間：
14:30～17:00

外来【予約制】:
火曜 14:00～16:30
木曜 手術日
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